
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

令和5年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 37,635,270 37,635,270

交付金額 36,508,000 36,508,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

無し

事　　業　　評　　価　　書

スポーツ広場賃貸借地用地購入

金武町長

金武町字金武地内

　スポーツ広場は、平成１５年に供用開始され、青少年、子どもたちが安全で健全
に遊べる場所を提供し、又、多目的広場として芝生広場を設け、各種行事の実施
等、地域のコミュニティーの場として活用されている。しかし、本公園の一部が賃
貸借地になっており、令和４年度で当該契約の満了を迎える。
　このことから、本町では地権者の意向もあり賃貸借地の用地購入を行い、引き続
き本公園が、地域コミュニティーの場として維持することを目的とする。

用地買収　原野　　Ａ＝１，３７２㎡　２筆

令和５年度

事業費及び交付金額

【補助事業の成果及び評価】
　本公園の一部賃貸借地の用地購入を実施したことにより、引き続き本公園が地
域コミュニティーの憩いの場として維持することができた。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む）により周知をし
た。
　・町ホームページ(８月掲載)
　・町広報誌（９月号掲載）

今後も、地域コミュニティーの憩いの場として安定的、持続的な運用を維持してい
く。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事  業  費 50,160,000

交付金額 48,540,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

50,160,000

48,540,000

本事業による蒸気ボイラーの更新で、蒸気を利用した蒸気釜、消毒装置、消毒保
管庫等、設備の長期使用が可能となった。
また、真空冷却の更新では調理後のスムーズな食材冷却が可能となり和え物は、
食材の風味を損なうことなく提供が可能となった。
併せて、空調機の設置により調理場の室温が改善され、安定した安全、安心な学
校給食の提供に寄与することができた。
整備後、１年間の調理場記録簿において、目標値とした「学校給食衛生管理基
準」等で定められている調理場温度２５℃以下、湿度８０％以下、調理された食材
の温度２０℃付近に保つよう務めることが確認できた為、本事業の成果は得られた
ものと評価する。

①金武町広報への掲載（教育委員会広報２月号）
②金武町ホームページ掲載中

【地域住民への周知の実施状況】

【補助事業の成果及び評価】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

金武町学校給食センター機能改善事業

金武町長

金武町字金武地内

本町の学校給食センターは、平成１０年に完成し機械設備等を更新し運営して
きた。現在、約１，４００食の学校給食を供給しているところであるが、夏場の調
理場では揚げ物などの調理により４０度近くの室温となることから、食材への菌
の繁殖が危惧され併せて調理員の熱中症も懸念される。
また調理後、菌の繁殖を抑える為に食材を急速に冷却する必要があるが、現
在、真空冷却器機の機能低下から冷水で冷却している状況であり、衛生面が
懸念される。
蒸気ボイラー（２０１１年製造）は、蒸気を利用した調理釜や食器洗浄および器
具消毒に必要な設備であり、耐用年数を考慮し更新することが急務である。
本事業で機能を改善することによって、安全・安心な学校給食の安定供給を図
ることを目的とする。

調理場の温度や湿度および調理された食材の温度を測り、「学校給食衛生管
理基準」等に適合するか確認する。

蒸気ボイラ－設置　１基、軟水機設置　１台　、空調設備設置　６台、
真空冷却機購入　２台

無

令和５年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度 令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 17,644,000 49,720,000

交付金額 17,000,000 43,884,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　町道伊芸10号線、町道伊芸7号線、町道屋嘉41号線は、生活道路として活用
されている路線であるが、大雨時には度々冠水するため通行に支障をきたして
いる状況であり、地元から改善してほしい旨の要望がある。このことから、本事業
により適切な排水施設の整備を実施することで地域住民の安全な通行を確保
し、生活環境の改善に寄与する。

【補助事業の成果及び評価】

排水機能が維持できるよう、適正管理を行っていく。

無し

実施設計　一式、整備工事　排水路　L=330.7ｍ

令和４年度、令和5年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）により、地域住
民への周知を図る。
１）工事中の看板に掲載済
２）町ホームページに掲載済

　本事業を活用し排水施設の整備を実施したことにより、雨水処理がスムーズになり
冠水被害の軽減が図られた。
　アンケート結果からも、冠水被害が軽減されたという声が多く、道路通行者及び周
辺地域の安全確保を図るという成果目標が達成された。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

伊芸・屋嘉地区冠水対策工事

金武町長

金武町字伊芸及び金武町字屋嘉地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

67,364,000

60,884,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度 令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 2,890,800 17,050,000

交付金額 2,000,000 15,115,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　当該施設は、昭和５４年度に整備されており、旧耐震基準（昭和５６年以前）
で建設された建物で、文部科学省の推奨する危険改築事業の対象となってお
り、改築が急務となっている。
　また、改築に向けて「耐力度調査」を実施したところ、規定の数値4，５００点に
満たない２，９０４点の調査結果となり、早急な改築を必要としている。
　このことから改築工事を実施することで、児童生徒が安全・安心な学校生活を
送ることができる教育環境を整えることを目的とする。
　そのため、本事業により設計書を作成することで、金武中学校特別教室棟（南
側）を整備することができる。

【補助事業の成果及び評価】

無し

実施設計　一式

令和5年度

　地域住民に対し、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を以
下の方法(防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）により
周知する。
１）町ホームページに掲載（５月）
２）広報誌に掲載（くくむ６月号）

　本事業により金武中学校校舎の実施設計を実施することで、児童生徒が安全･安
心な学校生活を送ることができる環境を整える計画を策定することができた。
　また、本事業の成果物をもとに、令和６年度工事着手予定となっていることから、本
事業が金武中学校の校舎改築に必要な事業であったと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

　令和7年2月21日に建築、機械設備の部門の入札を実施しており、本契約締結は
議会承認後に実施する。また、電気の部門は3月12日に入札、契約の予定である。
　工期は、3部門とも令和8年1月30日までである。
　着工後は、新たな校舎を整備することで児童生徒が安心・安全な学校生活を送る
ことが出来るよう管理する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

金武中学校校舎改築工事実施設計

金武町長

金武町字金武地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

19,940,800

17,115,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和5年度

円 円 円 円 円 円
事業費 12,144,000

交付金額 11,714,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

12,144,000

11,714,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

金武中学校屋内運動場備品購入

金武町長

金武町字金武地内

　金武町立金武中学校の体育館は、昭和５４年（１９７９年）に供用が開始され、
同中学校の体育の授業や町のスポーツ大会など学校活動のみならず、地域行
事においても活用されてきた。
　同体育館は、令和３年度まで使用されていたが、築４４年が経過し老朽化して
いたことから、現在、改築工事を実施しているところである。

　併せて、同体育館内にある備品についても、サビや損壊など老朽化の目立
ち、安全に授業を実施する上で支障をきたしている状況である。

　以上のことを踏まえ、教職員及び生徒が安全で安心して授業が行える環境を
整えることを目的に、本事業を実施するものである。

【補助事業の成果及び評価】

無

令和５年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金よる事業である旨を以下の方法（防
衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）により、地域住民に
周知した。
１）町ホームページ（５月掲載済）
２）広報誌（くくむ５月号掲載済）
３）購入備品に記載（別添写真）

　本事業で、屋内運動場備品を購入したことにより、教職員及び生徒が安全で安心
して授業が行える環境を整えることができた。また、金武中学校の教職員を対象に
安全・安心して授業を行えているか等、９月にアンケートを実施し、回答していただ
いた教職員すべてが安全・安心して授業が行えているとの回答を得た。

【地域住民への周知の実施状況】

物品購入（屋内運動場備品）　折りたたみ椅子300脚、折テーブル20台、折テーブル
用台車2台、フロアシート20枚、ワイドモップ1個、アルミバレー支柱2組、バレーボー
ルネット1枚、バトミントン支柱4本、跳び箱（中型）2台、跳び箱（大型）1台、ロイラー
版4台、運動マット4枚、得点板2台、平均台2台、ソフト平均台1台、マットトラック1台、
ボールかご1台、ボール整理棚1台、屋内用高低式低鉄棒2台　合計19品目

　今後も教職員及び生徒が安全で安心して授業が行える環境を整えていく。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 7,480,000

交付金額 7,032,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

7,480,000

7,032,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

並里地区公民館等改修工事（実施設計）

金武町長　仲間一

金武町字金武地内

　当該施設は、昭和５７年度に並里区民の学習教養及びコミュニティ構築の場と
して整備され、区民に親しまれ活用されてきた。
　また、町では当該施設を災害等有事の際の指定緊急避難所として指定し、防
災マップ等において町民へ広く周知している為、その機能も維持しなければな
らない。
　しかしながら、整備から約４０年の歳月が経過し、施設全体の老朽化が懸念さ
れる中、前年度より空調設備の故障並びに雨漏り被害が頻発しており、避難所
としての機能低下が危惧されている。
　町では、当該施設の改修工事を効率的に実施する為、実施設計において改
修範囲及び施工方法等を明確化し、計画的かつ効果的な改修工事を実施する
ことにより、災害等有事の際に町民の安全が確保できる施設機能の改善を行
う。

【補助事業の成果及び評価】

本事業の成果品をもとに令和６年度～令和８年度にかけて改修工事を行い、地
域住民の有事の際の安全を確保する。

無し

実施設計  一式

令和５年度

本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法（防
衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む）により住民へ周知す
る。
　１）町広報誌（くくむ６月号）及びホームページへの掲載

　　本事業により、災害時等有事の際に町民の安全を確保するため、改修範囲及び
施工方法等を明確にすることができた。また、事業申請時点においては、改修工事
を含めた計画内容としていた為、「改修工事完了後の利用者アンケートの実施」とし
ていたが、改修工事は別補助メニューを活用する事となった事から、改修工事の着
工（令和６年9月着工）をもって補助事業の成果とする。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

令和３年度 令和4年度

交付金額
13,000,000 47,000,000 10,000,000 26,000,000

市町村費等 0 0

事　　　業　　　評　　　価　　　書

こども医療費助成事業

金武町長

金武町内

　本町のこども医療費助成事業は、こどもの疾病の早期発見及び早期治療を促進す
ることを目的に助成を行っている。令和元年度から特定防衛施設周辺整備調整交付
金を充当することで、安定的にこども医療費助成事業を実施し、こどもの健全な育成
に寄与することを目的とする。

（参考指標）
医療費助成延べ人数：12,551名（R4.4月受診～R5.3月受診分）

【補助事業の成果及び評価】

今後も継続して事業を実施する。

無

子ども医療費助成費　一式

令和元年度～

　①金武町役場こども支援課窓口での掲示済み
　②金武町役場ホームページへの掲載済み

　令和５年度の医療費助成延べ人数は、12,416名（R5.4月受診～R6.3月受診分）となっ
ており、次世代を担うこども達が、発育・発達の目覚ましい時期に安心して医療が受けら
れる機会を確保し、こどもの健全な育成に寄与することができた。
　医療費助成延べ人数は、前年度比で1.08％、135名の減となっているが、主に令和５年
４月受診から５月受診まで新型コロナウイルス感染症等の影響により、受診控えが生じた
ことが要因として考えられる。

【地域住民への周知の実施状況】

令和元年度

0

131,000,000

令和２年度

10,000,000 26,000,000

0 0

0 0 0運用益

100,556,000

30,444,000

基金処分額 0 22,556,000 28,000,000 25,000,000

基金残額 13,000,000 37,444,000 19,444,000 20,444,000

計 13,000,000 47,000,000

計

円

131,000,000

0

0

25,000,000

30,444,000

令和5年度

35,000,000

0

0

35,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

予防接種事業

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実

施状況

【地域住民への周知の実施状況】
① 金武町役場保健福祉課（町総合保健福祉センター）窓口での掲示
② 金武町役場ホームページへの掲載

事　　　業　　　評　　　価　　　書

予防接種事業

金武町長

予防接種業務委託医療機関

　本町の予防接種事業は、こどもの感染症の発症予防と重症化予防を推進
し、個人及び集団の健康管理に寄与することを目的に実施している。令和
２年度から特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当することで、安定的に
小児予防接種事業を実施し、こどもの健全な育成を図る。

【参考指標】
〇令和４年度（令和４年４月受診～令和５年３月受診）の予防接種延べ人
数
・個別予防接種：2,391名
・任意予防接種：　548名

令和２年度～

事業費及び交付金額

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 計

交付金額
22,000,000 29,312,000 26,000,000 35,000,000 112,312,000

0

運用益 0 0 0 0 0

市町村費等 0 0 0 0

74,000,000

計 22,000,000 29,312,000 26,000,000 35,000,000 112,312,000

基金処分額 0 24,000,000 25,000,000 25,000,000

【補助事業の成果及び評価】
令和5年度の予防接種者延べ人数は、3,119名（令和5年4月～令和6年3月
までの接種者）となっており、こどもの感染症の発症予防と重症化予防
に寄与することができた。個別（定期）予防接種は前年度比約10.4％、
248人の増となり、任意予防接種については、前年度比で約12.4％、68
人の減となっているが、全体では前年度比で約6.1％、180名の増となっ
ている。増加の要因としては、令和5年度前半に新型コロナウイルス感
染症が2類から5類に移行したことにより、これまであった受診控えが減
少し、接種機運が高まったことが考えられる。

今後も継続して事業を実施する。

無

基金残額 22,000,000 27,312,000 28,312,000 38,312,000 38,312,000


